
No.  8019

試 験 検 査 報 告 書

依 頼 者 :  (株 )光学研究所

平成23年 12月 22日

様

平成23年 12月 6日 当研究所に依頼された供試品について試験 した結果、

下記のとお りであることを証明致します。

1.供 試 品 名

2.試 験 目 的

3.試 験 方 法

4.使 用 菌 株

5。 使 用 培 地

6.試 験 結 果

ミ量「l桑鼈
検査責任者 :佐野 純

ほ頭

｀

安定型次亜塩素酸ナトリウムウィルハ
゛
ス有効塩素濃度 30ppm

抗菌力評価試験

生菌数測定法

供試品 10mlに 107の菌液 0.lmlを接種 し、25℃で作用させ経時的に生菌数を浪1定 し
た。初期菌数はリン酸緩衝液 (1/15M pH7.2)10mlに 菌液 0.lml接種 しこれより菌数を浪1

定 した。

Sr"″あεθθθγS αZ″ rts NBRC-12732

Methicillin rcsistant S′″ ″ ′θθθεθγS α夕″ι夕S      HD-1677

標準寒天培地 (栄研)

単小Li    CFU/inL

′
　

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化

初期 Lmin-1 lmin-2 lmin-3 平均

Siαγ″ι7rs 2.O X 105 〈10 〈10 〈10

潔 y 1.3× 105 〈10 〈10 〈10 〈10

ContrOl試験結果

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化

初期 lmin-1 lmin-2 lmin-3 平均

SAαν″ι″s 2.0× 105 2.l X 105 1.5× 105 1.9× 105 1.8× 105

豚 馴 1.3× 105 1.5× 105 1.5× 105 1.2× 105 1.4× 105

*〈 10:検出せず

※無断掲載を禁ず

2011年12月6日我們證明了根據要求的樣品進行測試的結果。

安定型次氯酸鈉有效氯濃度30ppm

抗菌評估測試

生菌數測定法
用0.1ml的107細菌溶液接種10ml的測試樣品，並使混合物維持在25℃下以確定隨時間的活細胞數目。 通過用
0.1 ml細菌溶液接種10 ml磷酸鹽緩衝液（1 / 15M pH 7.2），確定細菌數目和細菌的初始數目。



No.  8020

試 験 検 査 報 告 書

依 頼 者 :  (株 )光学研究所

平成23年 12月 22日

様

平成23年 12月 6日 当研究所に依頼された供試品について試験 した結果、

下記のとお りであることを証明致します。

ミ量「l桑鼈
検査責任者 :鶴 紳ほ事

｀

1.供 試 品 名

2.試 験 目 的

3.試 験 方 法

4.使 用 菌 株

5.使 用 培 地

6.試 験 結 果

安定型次亜塩素酸ナトリウムウィルハ
゛
ス有効塩素濃度 40ppm

抗菌力評価試験

生菌数測定法

供試品 10mlに 107の菌液 0.lmlを接種 し、25℃で作用させ経時的に生菌数を測定 し
た。初期菌数はリン酸緩衝液 (1/15M pH7.2)10mlに 菌液 0.lml接種 しこれより菌数を測
定 した。

St叩り あθθθθγS α夕κZrS NBRC-12732

Methicillin rcsistant'η″あθθθθγS α″ι
“
S      HD-1677

標準寒天培地 (栄研 )

崎菫右Li    CFU/mL

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化

初 期 lmin-1 lmin-2 lmin-3 平均

SAα夕rι″∫ 2.0× 105 〈10 〈10

燿 以 1.3× 105 〈10 く10

Control試験結果

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化

初期 lmin-1 lmin-2 lmin-3 平均

Siα″″βγs 2.0× 105 2.1× 105 1.5× 105 1.9× 105 1.8× 105

燿 y 1.3× 105 1.5× 105 [.5× 105 1.2× 105 1.4× 105

*〈 10:検出せず

※無断掲載を禁ず

2011年12月6日我們證明了根據要求的樣品進行測試的結果。

安定型次氯酸鈉有效氯濃度40ppm

抗菌評估測試

生菌數測定法
用0.1ml的107細菌溶液接種10ml的測試樣品，並使混合物維持在25℃下以確定隨時間的活細胞數目。 通過用
0.1 ml細菌溶液接種10 ml磷酸鹽緩衝液（1 / 15M pH 7.2），確定細菌數目和細菌的初始數目。



No.  8021

試 験 検 査 報 告 書

依 頼 者 : (株)光学研究所

平成23年 12月 22日

様

平成23年 12月 6日 当研究所に依頼された供試品について試験 した結果、

下記のとお りであることを証明致します。

穆:ilゴlこItti:|(〔[雷団]
検査責任者 :佐野 ≪象

｀

名
　
的
　
法

口叩
　
目
　
方

１

　

２

　

３

供 試

試 験

試 験

使 用 菌 株

5。 使 用 培 地

6.試 験 結 果

安定型次亜塩素酸ナトリウムウィルハ
゛
ス有効塩素濃度 50ppm

抗菌力評価試験

生菌数演1定法

供試品 10mlに 107の菌液 0.lmlを接種 し、25℃で作用させ経時的に生菌数を演1定 し
た。初期菌数はリン酸緩衝液 (1/15M pH7.2)10mlに 菌液 0.lml接 種 しこれより菌数を測
定 した。

'″
″あεθθθπS α夕κ″S

Mcthicillin resistant Sη 秒わθθθθtt arr″ f/s

標準寒天培地 (栄研)

NBRC-12732

11D-1677

崎ま小L:    CFU/mL

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化
初期 lmin-1 lmin-2 Lmin-3 平均

Sム α夕″ιzs 2.0× 105 〈10 〈10 〈10

燿 y 1.3× 105 〈10 〈10 〈10

Contr01試験結果

菌 名

菌 数 の 経 時 変 化
初期 lmin-1 Lmin-2 lmin-3 平均

Si′

“
rθ″s 2.0× 105 2.1× 105 1.5× 105 1.9x105 1.8× 105

」啄 馴 1.3× 105 1.5× 105 1.5× 105 1.2× 105 1.4× 105

*〈 10:検出せず

※無断掲載を禁ず

生菌數測定法
用0.1ml的107細菌溶液接種10ml的測試樣品，並使混合物維持在25℃下以確定隨時間的活細胞數目。 通過用
0.1 ml細菌溶液接種10 ml磷酸鹽緩衝液（1 / 15M pH 7.2），確定細菌數目和細菌的初始數目。

抗菌評估測試

安定型次氯酸鈉有效氯濃度 50ppm




